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１．大会概要
　第 ７９ 回わた SHIGA 輝く国民スポーツ大会スポーツク
ライミング競技は、２０２５ 年 １０ 月３日から５日にかけて、
滋賀県竜王町の全天候型施設「ドラゴンハット」で開催
されました。本大会は、前回佐賀大会に引き続きジェン
ダー平等の理念を重視し、成年男子・成年女子・少年男
子・少年女子の４種別、計 １０３ チームによって競技が行
われ、リード競技予選は国際連盟（IFSC）のルールに準
じ、フラッシング方式で２ルートを登る形式で実施され
ました。
　今回の出場選手には、９月韓国のソウルで開催され
た「クライミング世界選手権大会 ２０２５」リード競技で準
優勝した奈良県の成年男子 吉田 智音（よしだ　さとね）
選手をはじめ、ボルダー競技などでも活躍した選手、ま
たワールドカップ等で表彰台に上がった選手、アジア
ユース選手権の日本代表として優勝した選手など数多
くの日本代表選手が出場し、日本最高峰のレベルの高い
大会となりました。

２．競技施設と運営体制
　競技会場の「ドラゴンハット」は、全天候型ドームと
して天候に左右されず競技や運営に集中できる理想的
な環境でした。また、リード・ボルダー両競技の壁は国
際基準に合わせて設定され、選手・観客ともに高い満足
度を得る結果となりました。
　運営体制は滋賀県山岳連盟を中心に構築され、近畿お
よび東海ブロックから経験豊富な役員も多数参加し、総
勢 ２０６ 名のスタッフにより、スムーズな大会運営が実現
できました。

３．競技結果
　成年男子ボルダー競技決勝で、佐賀県の通谷律選手が
４課題を１発で完登する見事なパフォーマンスを披露
しました。
　成年女子リード競技決勝で、愛媛県の谷井菜月選手
がＢルートで唯一完登する見事なパフォーマンスを

披露しました。ふるさと選手として、成年男子で 18 名
(34.6%)、成年女子で 9 名 (17.3%) が、郷土を代表して参
加してくれました。
　少年男子リード競技決勝で、神奈川県の仲田和樹選手
がＡルートで唯一完登、同じくＢルートで濱田琉誠選手
が完登こそ逃したものの見事なパフォーマンスを披露
しました。少年男子ボルダー競技決勝で、東京都の笹原
蓉翠選手が４課題を１発で完登する見事なパフォーマ
ンスを披露しました。
　少年少女リード競技決勝で、大阪府の小田菜摘選手と
三重県の山真奈実選手がＢルートで完登する見事なパ
フォーマンスを披露しました。今年も中学３年生が少年
男子 １２ 名（２３％）、少年女子 １８ 名（３６％）出場し、その実
力の高さを示してくれました。

【参考グレード】　　　　　　　 【天皇杯・皇后杯】

　天皇杯／皇后杯は、昨年の佐賀大会に続き、東京都が
二連覇を果たしました。関係者の皆さまに、心からお祝
い申し上げます。
　観客の来場者数は３日間でおおよそ１万人に迫る勢
いで、競技の注目度の高さを示す結果となりました。
　各種別の競技成績は、以下のとおりです。

国スポ委員長　原　勇人

スポーツクライミング競技報告第79回
わたSHIGA輝く 国スポ

■リード競技
成年男子 成年女子 少年男子 少年女子

SAGA
国スポ

予選 13c/d 13 ｂ 13d/14a 13a/b
決勝 14a 13 ｂ 13d 13b

滋賀
国スポ

予選 14a 13b/c 13c/d 13b
決勝 14a 13b/c 13c/d 13b

天皇杯順位
順位 都道府県 得点
1 東京都 115
2 三重県 82
2 奈良県 82
4 大阪府 67
5 静岡県 64
6 千葉県 58
6 神奈川県 58
6 滋賀県 58
6 佐賀県 58

皇后杯順位
順位 都道府県 得点
1 東京都 73
2 大阪府 61
3 滋賀県 58
4 千葉県 55
5 長野県 52
6 静岡県 46
7 三重県 40
8 奈良県 37

■ボルダー競技
成年男子 成年女子 少年男子 少年女子

SAGA
国スポ

予選 1 級～初段 4 級～ 1 級 1 級～ 2 段 4 級～ 2 級
決勝 初段～ 2 段 2 級～ 1 級 1 級～初段 2 級～ 1 級

滋賀
国スポ

予選 1 級～ 2 段 3 級～ 1 級 2 級～初段 3 級～ 1 級
決勝 初段～ 2 段 2 級～初段 1 級～ 2 段 2 級～初段
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　全成績については、JMSCA 公式掲示板↓をご覧くだ
さい！　https://jmanew.sakura.ne.jp/climbing/temp_
results/kokutai/pub/shiga/

４．課題と改善点
　大会が盛り上がった一方で、運営面ではいくつかの課
題も明らかとなりました。成年女子では２チームが棄権
届を提出し、ＤＮＳ（不出場）となりました。今後は、補
欠選手の育成など、各地域での組織的な選手育成の体制
整備が求められる結果となりました。また、選手登録に
おいては、登録料未納による登録保留者が数名確認され
ました。監督資格においても、更新期限直前まで更新手
続きが行われていない事例もありました。今後は、都道
府県連盟（協会）に対して、予選会時点での選手登録証
提出の徹底を呼びかける必要があると感じました。その
他、宿舎から会場への輸送計画についても、移動距離の
長さから柔軟な調整が難しく、バス発車時刻と受付開始
時間の調整など改善の余地が残された大会でした。

５．成果と今後の展望
　本大会では、競技運営の円滑化、選手の高い技術レベ
ル、観客動員数の増加など多くの成果が見られました。

特に、地元滋賀県の選手たちが見せた躍動は、長年の育
成・強化の成果を象徴するものでした。各部門の協力体
制も良好であり、他地域の大会運営者からも高い評価を
得ました。今後は、大会運営マニュアルの標準化と若年
層の指導者育成の強化を継続し、地域に根ざした競技振
興が図られていくことが期待されます。

６．最後に
　最終日の成年女子決勝、敬宮愛子内親王殿下にご来場
いただき、ご観覧いただく予定でしたが、直前の体調不
良によりご観覧が実現できなかったことが非常に残念
でした。
　この大会のために約５年前から準備にあたっていた
だいた主管の滋賀県山岳連盟さま、地元竜王町実行委員
会さま、そして、スタッフと協力いただいた滋賀県内の
クライミング関係の皆さん、近畿ブロック、東海ブロッ
クの関係者の皆さんに心から敬意を表するとともに感
謝申し上げます。ありがとうございました。

成 績

■成年男子リード競技決勝
順
位 チーム ルート 個人

順位 名前 個人
ポイント

チーム
ポイント

1 佐賀県
A 1 樋口　純裕 2.00

2.45
B 3 通谷　　律 3.00

2 奈良県
A 6 抜井　亮瑛 6.50

2.55
B 1 吉田　智音 1.00

3 埼玉県
A 4 猪鼻　碧人 4.00

2.83
B 2 百合草碧皇 2.00

4 静岡県
A 1 鈴木　音生 2.00

3.61
B 6 藤井　　快 6.50

5 新潟県
A 1 田中　修太 2.00

4.00
B 8 渡辺　颯海 8.00

6 栃木県
A 6 関口　準太 6.50

5.10
B 4 川又　玲瑛 4.00

7 大阪府
A 5 藤脇　祐二 5.00

5.70
B 6 辻本　　匠 6.50

8 千葉県
A 8 石見　友一 8.00

6.32
B 5 村下　善乙 5.00

■成年女子リード競技決勝
順
位 チーム ルート 個人

順位 名前 個人
ポイント

チーム
ポイント

1 東京都
A 1 平野　夏海 1.00

2.45
B 6 青栁　未愛 6.00

2 愛媛県
A 8 相原麻菜美 8.00

2.83
B 1 谷井　菜月 1.00

3 滋賀県
A 2 張替　夢乃 2.50

3.16
B 4 石井　未来 4.00

4 愛知県
A 4 倉　菜々子 4.50

3.67
B 3 髙尾　知那 3.00

5 大阪府
A 7 小山　芹菜 7.00

3.74
B 2 中川　　瑠 2.00

6 山口県
A 2 大田　理裟 2.50

4.47
B 8 吉田　清華 8.00

7 千葉県
A 4 竹内　亜衣 4.50

4.74
B 5 久米乃ノ華 5.00

8 奈良県
A 6 小倉　紗奈 6.00

6.48
B 7 抜井　美緒 7.00

■少年男子リード競技決勝
順
位 チーム ルート 個人

順位 名前 個人
ポイント

チーム
ポイント

1 神奈川県
A 1 仲田　和樹 1.00

1.00
B 1 濱田　琉誠 1.00

2 東京都
A 2 笹原　蓉翠 2.00

3.32
B 5 神原　藍琉 5.50

3 福井県
A 8 八田　泰成 8.00

4.00
B 2 古川　大智 2.00

4 山口県
A 7 上田　悠太 7.00

4.58
B 3 長尾　一樹 3.00

5 徳島県
A 3 増田　凛世 3.00

4.58
B 7 中山　勇希 7.00

6 北海道
A 6 下山　士和 6.00

4.90
B 4 荒川　翔哉 4.00

7 奈良県
A 5 奥畑　　成 5.00

5.24
B 5 田渕　幹規 5.50

8 三重県
A 4 齋木　猛斗 4.00

5.66
B 8 小山　楚嵐 8.00

■少年女子リード競技決勝
順
位 チーム ルート 個人

順位 名前 個人
ポイント

チーム
ポイント

1 千葉県
A 1 村杉　汐里 1.00

2.12
B 4 的場　朱杜 4.50

2 大阪府
A 5 金木　そら 5.00

2.74
B 1 小田　菜摘 1.50

3 三重県
A 8 西井　七海 8.00

3.46
B 1 山　真奈実 1.50

4 静岡県
A 3 堀内　優里 3.50

3.97
B 4 狩野　　凪 4.50

5 滋賀県
A 2 稲田　和華 2.00

4.00
B 8 村田　　柚 8.00

6 東京都
A 6 山﨑　彩葉 6.00

4.24
B 3 柿﨑　咲羽 3.00

7 長野県
A 3 徳嵩　悠乃 3.50

4.58
B 6 山田　泉都 6.00

8 兵庫県
A 7 為則　星凜 7.00

7.00
B 7 玉水　　希 7.00

■成年男子ボルダー競技決勝
順
位 チーム 個人

順位 名前 個人
成績

チーム
成績

1 福井県
6 楢﨑　明智 84.9pt

169.9pt
5 天笠　颯太 85pt

2 三重県
11 渡部　桂太 69.8pt

169.7pt
2 杉本　侑翼 99.9pt

3 栃木県
4 川又　玲瑛 85pt

169.4pt
8 関口　準太 84.4pt

4 佐賀県
15 樋口　純裕 59.5pt

159.5pt
1 通谷　　律 100pt

5 福岡県
3 緒方　良行 85pt

154.2pt
14 緒方万佐也 69.2pt

6 鹿児島県
7 土肥　圭太 84.7pt

154.2pt
13 川畑イサム 69.5pt

7 奈良県
10 吉田　智音 69.8pt

139.8pt
9 抜井　亮瑛 70pt

8 静岡県
12 藤井　　快 69.7pt

129.1pt
16 鈴木　音生 59.4pt

■成年女子ボルダー競技決勝
順
位 チーム 個人

順位 名前 個人
成績

チーム
成績

1 奈良県
3 小倉　紗奈 75pt

174.8pt
1 抜井　美緒 99.8pt

2 東京都
4 平野　夏海 75pt

149.7pt
7 青栁　未愛 74.7pt

3 滋賀県
10 石井　未来 60pt

134.9pt
5 張替　夢乃 74.9pt

4 千葉県
8 久米乃ノ華 60pt

120pt
8 竹内　亜衣 60pt

5 長野県
15 三森　里子 34.9pt

119.5pt
2 中嶋　　諒 84.6pt

6 愛知県
13 倉　菜々子 49.8pt

99.8pt
12 髙尾　知那 50pt

7 佐賀県
6 大河内芹香 74.9pt

94.7pt
16 樋口　結花 19.8pt

8 大阪府
11 中川　　瑠 50pt

85pt
14 小山　芹菜 35pt

■少年男子ボルダー競技決勝
順
位 チーム 個人

順位 名前 個人
成績

チーム
成績

1 神奈川県
2 濱田　琉誠 99.7pt

199.4pt
3 仲田　和樹 99.7pt

2 東京都
1 笹原　蓉翠 100pt

174.3pt
7 神原　藍琉 74.3pt

3 三重県
9 小山　楚嵐 69.3pt

154.1pt
5 齋木　猛斗 84.8pt

4 山口県
13 上田　悠太 49.6pt

149pt
4 長尾　一樹 99.4pt

5 奈良県
12 田渕　幹規 59.6pt

119.3pt
10 奥畑　　成 59.7pt

6 北海道
11 荒川　翔哉 59.7pt

104.4pt
14 下山　士和 44.7pt

7 福島県
8 佐々木玲偉 69.9pt

103.9pt
15 佐々木泰地 34pt

8 佐賀県
6 通谷　結太 84.4pt

103.8pt
16 河端　航大 19.4pt

■■少年女子ボルダー競技決勝
順
位 チーム 個人

順位 名前 個人
成績

チーム
成績

1 長野県
4 徳嵩　悠乃 74.8pt

119.5pt
8 山田　泉都 44.7pt

2 静岡県
1 狩野　　凪 84.7pt

119.4pt
9 堀内　優里 34.7pt

3 兵庫県
7 玉水　　希 44.8pt

104.3pt
5 為則　星凜 59.5pt

4 大阪府
3 小田　菜摘 84.6pt

94.5pt
13 金木　そら 9.9pt

5 三重県
2 山　真奈実 84.6pt

84.6pt
15 西井　七海 0pt

6 東京都
6 山﨑　彩葉 44.8pt

54.6pt
14 柿﨑　咲羽 9.8pt

7 山口県
12 浜崎　恋羽 19.9pt

44.7pt
11 橋尾　芽依 24.8pt

8 京都府
16 西田　和桜 0pt

25pt
10 村上　和香 25pt
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安全登山指導者研修会「東部地区」
主管：岐阜県山岳連盟
日時：2025年10月11日（土）午後～13日（月）午前
場所：長良川スポーツプラザ大会議室、金華山

　令和７年度の安全登山指導者研修会「東部地区」を

岐阜岳連が主管することについて現実感を持って認

識したのは、６年度の東部地区研修会の申し込みが始

まってからでした。それまでは JMSCA 関係者との会

話の中で「岐阜県での開催」に触れられた記憶はあり

ましたが、「正式な打診がどこかであるだろう」と高

をくくっていたのです。令和６年の初夏から秋にかけ

ては、北アで２月から行方不明となっている岳連加盟

山岳会の会員２名の手掛かりを求めて捜索に注力し

ている時期でした。翌７年３月には安全対策の不徹底

から怪我人を出す事故を体育館で起こしていました。

足元での事故・遭難防止に漏れがある中で、国登研・

JMSCA 主催の行事を主管する資格があるのかという

声があったのかもしれませんが、実施するという選択

しかなかったことは幸いだったように思います。

　室内研修・実技研修と宿泊の三拍子が揃う会場は

限られ、社会人の多くの参加を期待するなら実施日も

絞られます。前年の富山での下見を参考にして、２月

には場所と日程を固めることができましたが、有名な

山での開催がよかったのか、アクセスと準備の便利な

近場がよかったのかという判断は、募集が始まってか

らも気になり続けた点でした。

 「研修会場が観光地」であることが幸いしたのか、東

海地方を中心に募集人数を越える ２７ 名の参加となり

ましたが、それ以上に、次代を担う学校関係の若い指

導者の方に参加いただけたことは、主管団体としては

何よりでした。

　会場の金華山はロープウェイでも登れる観光地で

す。県内役員にとってはなじみの山ですが、「国立」

と称される機関が関わる研修を担うとなれば初心に

帰っての対応が求められます。猛暑が続く中、あえて

雨模様の日に下見を行うなど現地については万全を

期しました。なじみの顔ばかりの研修に慣れ、アルパ

インという言葉に引っ張られ、新しい技術や装備の紹

介に目が向きがちな県内講師にとっては、多くの登山

者に求められる読図やプランニングといった遭難防

止に直結する技術を伝える、研修生が主体的に考えて

行動できるよう導く、教えることは学ぶことの意味を

噛みしめながらの研修ではなかったかと思います。私

が所属する日本山岳会岐阜支部からは研修生と講師

の双方で関わりましたが、研修生が講師を務める読図

山行が早速計画され、研修生の「はまりそう」の声が

早々に具現化する気配です。

　研修初日の夕刻になって会場準備の不手際が露呈

し、皆さんにご迷惑をおかけしましたが、講師の方の

臨機な対応に救われました。

　研修生、講師の先生、国立登山研修所や JMSCA の皆

さま、スタッフとして対応していただいた岐阜県山岳

連盟の皆さんにこの場をお借りして感謝を申し上げ

るとともに、今回の学びを明日からの実践に繋げ、こ

の研修に関わった方がどこかの山で再会することを

祈念するばかりです。

（岐阜県山岳連盟  理事長  水谷嘉宏）
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湯の丸 合宿報告

SKIMO

報告者：JMSCA SKIMO コーチ　松澤 幸靖
日　程：2025年10月10日（木）～ 13日（日）
場　所：長野県　湯の丸アスリートビレッジ
参加者：ジュニア世代5名（小学生含む）/シニア世代6名
目�　的：今年 4回目となる陸上合宿として、専用施設を

使用しながらより実戦に近いトレーニングを行うこと
を目的とした。また、ヘッドコーチPepが今季2度目の
来日を果たし、技術面・戦術面の両側から指導を行っ
た。
トレーニング内容
■10月10日（木）　天候：晴れ
PM：ストックランニング
1．スムースラン（上下動を抑え、SKIMOの動きを意識）
2．バウンディング（弾むような動き）
3．ジグザグステップ
4．ストックワーク（シングル～ダブル）
5．10 秒×5本ダッシュ
6．15mダッシュ → 5秒ストップ → 10mダッシュ
7．サイドステップトレーニング
8．クールダウン
■10月11日（金）　天候：雨
AM：スプリント＋技術練習
 •ゴムバンドを使用したウォームアップ（ジム）
 •�ウッドチップコースでスプリント模擬大会（標高差 40

～ 60m、予選～決勝形式、全力×4 ～ 5本）
PM：SKIMO用具トランジット練習
 •�シール着脱、スキー脱着、背負い・収納の動作確認と

タイム計測
■10月12日（土）　天候：晴れ
AM：スピード耐性＋持久系トレーニング
 •�シニア：ロードバイク 約55km（2時間半、強度レベル3）
 •ジュニア：烏帽子岳トレッキング（約2時間半）
PM：補強・ローラースキートレーニング
 •シニア：ローラースキー登り 約700m（強度レベル3）
 •�ジュニア：ベーシックトレーニング～登り坂15 分（強

度レベル3）。または、ウエイトトレーニング（スクワッ
ト、デッドリフト等）、体幹・モビリティ強化

■10月13日（日）　天候：晴れ
A�M：トラックにて短距離走の測定　5 秒・10 秒でどれ

だけ進めたかを測定。各自の課題確認と個別調整、合宿
の総括ミーティングを実施。

【総括】
　本合宿は2025 年度夏季陸上合宿の第 4回目にあたり、
7月の白馬（標高約 750m）での2回の合宿、8月の志賀高
原合宿（標高約1750m）に続き、今回も高地環境（湯の丸
高原：標高1750m）でのトレーニングを実施した。
　10 月末からヨーロッパ遠征を控えるシニア選手にとっ
ては高地順応の一環であり、またジュニア選手にとって
も標高環境下での実戦的なトレーニング機会となった。
湯の丸高原は昨年に続き利用したが、施設内トラック・
ジム設備、ウッドチップコース、周辺の湯の丸山・烏帽
子岳トレイル、さらに群馬県嬬恋村方面へのロードバイ
クコースなど、充実したトレーニング環境のもとで計画
通りのメニューを実施できた。
　今回の合宿では、ロードバイクを除きシニア・ジュニ
アが同一メニューを共に行う時間を多く設けた。これに
より、ジュニアはシニアの動きを直接学び、シニアはジュ
ニアの成長を感じつつ、自らの意識向上につなげること
ができた。結果として、チーム全体の一体感と競技意識
の高まりが顕著に見られた。特に、ストックランニングや
ローラースキーでは、ジュニア選手の動きがより効率的
になり、フォームの安定が確認された。
　シニア選手も瞬発系の力発揮が向上し、個人トレーニ
ングと合宿成果の相乗効果が見られた。
　また、今回の印象的な出来事として、ジュニア選手か
らシニア選手・コーチへ「お守り」が贈られた。これは、
これまでの合宿を通じた世代間のつながりと信頼関係の
象徴であり、チーム文化として大きな意味を持つ出来事
であった。
　Pepコーチからは、選手指導に加えて、チーム運営・
今後の方向性についての助言があり、合宿中のミーティ
ングでは、今後の課題や強化方針を共有することができ
た。2026 年 2 月のミラノ＝コルチナオリンピックに向け
た日本チームの出場は現状では厳しい状況である。しか
し、目標は2026 年だけに留まらず、2028 年のユースオリ
ンピック、そして2030 年のフランス・冬季オリンピック
を視野に、選手の安全とモチベーションを両立しながら、
着実に前進していく方針である。
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福井県開催 令和７年度 登山部 指導委員会
登攀技術研修会、A級主任検定員養成講習会、

B級主任検定員養成講習会、コーチ２養成講習会報告
令和7年10月18日（土）～19日（日）

　福井県において登攀技術研修会および A 級主任検定

員養成講習会、B級主任検定員養成講習会コーチ2養成

講習会が福井県立クライミングセンター、にて開催され

た。福井駅は新幹線が開通し首都圏からのアプローチ

も良くなり、駅前の恐竜のモニュメントが目立っていま

した。

　今回は研修 3 名、A 級主任検定 2 名、B 級主任検定 9

名コーチ2養成講習会9名講師4名、福井県スタッフ5

名の　計32名での開催となった。

　今回は、福井県山岳連盟の皆様には、大変お世話にな

りありがとうございました。コーチ資格の全国での養成

講習会の開催を期待し、また、登攀技術の向上も図りた

いと思います。以下に参加者の代表の感想を掲載いた

します。� （記：指導委員会　野村）

大阪府山岳連盟　佐伯 先史
「主任検定員養成講習会（B級）に参加して」

　10/8 〜 19 の二日間、福井にて開催された「主任検

定員養成講習会（B 級）」に参加しました。検定員養成

の講習会には初めての参加でした。事前に資料等は頂

いておりましたが、座学や実技の詳細は分からないま

までの参加となり、不安がありました。しかしながら、

講習生はほぼ初対面の方々ではあったものの、そこは

指導員としての志を同じくする者の集まりであり、わ

ずか二日間の限られた時間ではありましたが、どなた

とも気さくに話すことができ、改めて『山仲間』のす

ばらしさを実感した次第です。

　さらに座学や実技においても、時間の都合や天候等

の制約がある中で、講師・スタッフのその場での適宜

適切な判断で、円滑に実技や検定を進めていただき、

感謝いたします。ありがとうございました。

　個人的にはまだまだ勉強不足、技量不足を実感させ

られた場面も多々ありましたが、今回、幸いにもこの

ような講習会に参加できたことを前向きにとらえ、今

後も自己研鑽に励み、　「相手が理解できないのは、自

分に原因があるから」という心構えを忘れずに、多く

の方と知識を共有すべく、学んでいきたいと思いま

す。ありがとうございました。

【追伸】

 ・�開催地の福井のスタッフの方々にも、大変お世話にな

りました。ありがとうございました。特に夕食において

は、手作りの「ポトフ」や　鶏肉の燻製など、大変美味

しゅうございました。重ねて御礼申し上げます。

北海道 札幌山岳会　遠藤　真
「コーチ２養成講習会に参加して」

　JMSCAとして実施される研修等にこれまで参加したこ

とがなく、はじめてコーチ２養成講習会/ 検定で参加さ

せていただきました。

　尾根歩きや山スキー滑走などから登攀中心へとシフト

して数年。技術を受け継ぐ側から伝える側へと徐々に立

場が変わっていくのかな。という気持ちから、山岳コーチ

２の取得を考えたところ、2025年は登攀技術に関する指

導者育成研修会が福井県開催とのこと。行ったことのな

い地域。受講動機も曖昧なうえに、ちょっとした旅行み

たいな安易な気持ちで自分自身の誕生日に開催される講

習会に申し込みました。

　講習会では、マルチピッチにおけるリードクライマー

墜落時の制動確保、仮固定、荷重移し替え、自己脱出の

一連の流れと、隔時登攀から支点構築、懸垂下降が主な

メニュー。

　制動確保から自己脱出までの手順は普段の練習不足

が明らかになってしまったし、隔時登攀から懸垂下降も

いたずらに焦っていろいろな手順が抜け落ちてしまっ

ている、いちばんダメな受講者だったと思います。

　こんな私でも、福井県連の皆さまをはじめ、他の受講

生の方々には前日から温かく迎えてくれましたし、講師

の方々にも、間違えているところをさりげなく優しく根

気強く教えていただけていることをとても強く感じまし

た。

受 想感生講
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　北海道の岳連系山岳会はご多分に漏れず高齢化少数

化が顕著です。そのようななかで、今回参加させていた

だいて、内地（北海道では本州を指してこう呼ぶことが

あります）では県を越えた結びつきがあることがみて取

れました。

　北海道は北の島国のなかで完結してしまい、技術も身

内で伝えられたことを維持しているだけのように思いま

すので、こうした機会に参加することで、常に最新の知

識技術にアップデートしていく重要性を強く実感して

います。

　次は氷雪の受講となりますが、やはり旅行気分の安易

さは拭いきれないもののしっかりと指導方法を身につ

けて、責任感のある指導員となれるように努めていきた

いと思います。

Jr.クライミング体験会 in ロクボク
開催報告

共　催：�甲府東ロータリークラブ／日本山岳スポーツ

クライミング協会（JMSCA）

主　管：山梨県山岳連盟

開催日：�2025 年10 月11日（土）／会場：クライミング

ジムLOCK BOKU（ロクボク）（山梨県北杜市）

◆実施の目的
　昨年に引き続き、2 回目の開催となった山梨県での

ジュニアクライミング体験会。2020 年東京オリンピッ

ク、2024 年パリオリンピックでの日本選手の活躍によ

り、全国的に注目が高まっているスポーツクライミン

グ。一方で山梨県内では競技人口の伸びが緩やかであ

り、2032 年の第 2 巡目国民スポーツ大会（山梨県開催）

に向け、ジュニア世代への普及が重要な課題となって

います。今回、山梨県では2回目となる体験会では、会

場を北杜市「ロクボク」に変更し、ボルダリング・リー

ド（ロープ）2 種目の体験を実施。より幅広い層への普

及を目指しました。

◆開催概要
 ・対象者：小学校 3 ～ 6 年生（クライミング経験不問）

 ・参加者数：約 50 名（保護者含む）

 ・特別講師：中村真緒選手（日本代表・日新火災）

◆当日の様子
 •写真①：中村選手の話を真剣に聞く参加者たち

　⇒�中村選手から、クライミングを始めたきっかけや

練習のことなどを教えてもらいました。

 •写真②：ボルダリングに挑戦する子どもたち

　⇒�中村選手のアドバイスを受けながら、一手一手伸

ばしていきます。

 •写真③：ロープクライミング体験コーナー

　⇒�インストラクターのサポートのもと、ロープを

使った高さへの挑戦。安全第一でしっかり体験で

きました。

 •写真④：中村真緒選手と記念撮影

　⇒� 「また登りたい！」という声がたくさん聞かれ、ス

ポーツクライミングの魅力を実感する一日となり

ました。

◆成果と今後の展望
　今回会場となった山梨県北杜市にある「クライミン

グジム LOCK BOKU（ロクボク）」は、旧小学校だった

建物を再利用したとても独創的な施設です。施設オー

ナーの伊藤剛史氏は、JMSCA の A 級公認セッターであ

り、また「BOTANIX」というクライミングウォールの設

計を手がける会社代表でもあり、今回、山梨岳連との

連携でスポーツクライミングの普及活動である「体験

会」に協力していただきました。

　山々に囲まれ、岩場も近い、という環境に恵まれてい

るせいか、山梨県の選手層はまだまだ薄いのですが、こ

こロクボクは、オーナーのもつクライミングへの想いを

受け、自然とジムをつなぐ場所になりつつあります。

　このような環境の中で、クライミングを始めた子ど

もたちが、今回、日本代表として世界で戦う中村選手か

ら刺激を受け、クライミングって楽しい！続けたい！と

思ってくれたら幸いです。

　私たちJMSCAは、今後も全国の岳連さまと連携しな

がら、子どもたちがスポーツクライミングを通じて成長

できる環境づくりを進めていきたいと考えています。

写真① 写真② 写真③ 写真④
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第17回 WCMウィンタークライマーズ
ミーティング報告
2025年2月23～24日

北海道・十勝連峰・上ホロカメットク山

１．日程／宿泊地
期　間　2025年２月23日（日）～ 24日（月）

宿泊地　十勝岳温泉 凌雲閣別館 上富山荘

2月22日　前泊の受付／食事提供

2月23日　6：00  十勝岳温泉駐車場集合／開会式

7：00  アプローチ開始

各自登攀／要所で無線連絡

16：00  下山

適宜食事準備

18：00  夕食

19：00  スライドショー

            （馬目氏、成田氏、中川氏）

2月24日　希望者は各自クライミング

15：00  チェックアウト

本来はお昼までにチェックアウトすべきで

あったところを特別延長

２．クライミング対象地
十勝連峰　上ホロカメットク山周辺

　　　　　 ( 正面壁、八手岩、化物岩 ) 

宿泊ベース：十勝岳温泉凌雲閣　上富山荘

概念図 （�赤丸で囲ったのが今回クライミング対象となっ

た上ホロ正面壁、八手岩、化物岩）

３．登攀の様子
　2/23 十勝岳温泉でマイナス15℃と良い感じに冷え込

んだ日に、21人のクライマーが全国から集まった。定時連

絡などの注意事項を確認し、Partyごとで出発する。朝方

は晴れて、正面壁も見え隠れしながらの天気の中、大所

帯で安政火口へ向かう。夏道がヌッカクシ富良野川を渡

るところ（通称旧Dポイント）で化物岩Partyと別れ、残

りのメンバーは安政火口付近まで歩を進める。ここで、ス

キー、スノーシューをデポし、アイゼンを装着、ピッケル

を手に各登攀対象へ向かった。この正面壁に16名もの大

所帯が取り付いているということは過去に見たことがな

く、感慨深い。三段リッジPartyは北西稜から取り付いた。

そのほかのPartyはアプローチ尾根を正面壁の基部まで

登り、そこで身支度をして各ルートへ取りついた。

４．スライドショーの様子
　23日の夜に３件のスライドショーを実施した。

馬目氏　ネパール チョッパ・バマレ峰

成田氏　�パキスタン ヒンドゥーラジ ツイⅡ峰、日高山脈 

厳冬期直登沢

中川氏　北海道の冬季登攀

　ネパールやパキスタンでの海外高所登山の話から、身

近な北海道：日高を舞台とした新しいスタイルでの冬季

クライミング、そして今回の舞台のカミホロでの登攀を含

む北海道で実践されてきたウィンタークライミングなど、

3人の演者からヴァリエーションに富んだクライミングの

報告を聞くことができた。通常の報告会とは異なり、夜遅

くまで酒を飲み交わしながらマニアックな話題を深掘り

できる時間、そしてスライドショーでモチベーションが上

がったところで次の日のクライミングについても話し合う

雰囲気へ相乗効果もあり、最高だった。

　スライドショーの最後にはじゃんけん大会を行い、勝

者は協賛企業である秀岳荘様より提供いただいた豪華協

賛品を獲得するなど盛り上がった。

５． 感想（抜粋）
馬目　ずっと前から登ってみたいと思っていた「上ホロ」

に来る機会を得られたことがとても嬉しいです。実体験

として、この山と壁の厳しさと難しさを知れました。（ア

プローチの雪崩の危険、この壁独特の難しさ、下降路の

選択など）各パーティーに地元・北海道のメンバーを加

える配慮をしていただいたこと（杉嶋さん、ありがとうご

ざいました！）に感謝です。WCMの運営に関しては満点

だと思います。お宿で居心地よく快適な生活ができて良

かったです。皆との雑談も楽しめて、総人数もちょうど良

かったのではないでしょうか。クライミング帰着後のゆと

りもあって良かったです。と、とにかく良かった尽くしで

す。世話役をはじめ、スタッフの方々に感謝申し上げま
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短いピッチにもかかわらず中身のぎっしり詰まったルート

の数々を存分に味わうことができ、なおかつクライミング

後の交流の時間もたっぷりあるという稀有な存在だと感

じました。宴会では溜まった疲れでほとんど意識朦朧とし

てしまいましたが...また北海道でWCMが開催される際

には、是非とも参加したいと思います。本当にありがとう

ございました。

６． 謝辞
　WCMの実施にあたり、以下の団体のサポートをいただ

きました。謹んでお礼申し上げます。

協�賛　 ( 公社 ) 日本山岳・スポーツクライミング協会、

( 株 )ゴールドウィン、北海道の山の店 秀岳荘、北海道

山岳・スポーツクライミング連盟、北海道道央地区勤

労者山岳連盟、旭川山岳会、札幌山岳連盟
※オリジナル報告書はJMSCA HP下記からご覧になれます。

す。最高でした！

和田　まず、17回目のWCMに携わってくださった皆様並

びに協賛団体に御礼申し上げます。素晴らしい運営の御

蔭でクライミングと温泉を存分に楽しむことができまし

た。初めての北海道でしたが、厳冬北アルプス稜線のよ

うな環境でのクライミングがアプローチ2時間でできる

ことに驚嘆しました。クライミングの内容も本州には滅多

にないエビの尻尾＋除雪クライミングでプロテクション

ワークも難しい。骨太クライマーを育てる環境が整って

いるなぁと感じることができました。WCMというきっかけ

で各地のクライミングや自然を知るよい契機となること

思います。これからも全国各地の岩場でWCMが開催で

きるよう、冬壁愛好家同士の緩やかな繋がりが続くことを

願ってます。

王鞍　本州から飛行機に乗り、はじめて北海道の冬壁を

登る身として、必要なギアの情報共有や装備の貸出、そ

して送迎までアレンジしていただける体制が大変心強く、

当日もクライミングに集中することができました。上ホロ

という場所は、いままで本州では経験のなかったエビの

しっぽの永遠に終わらない除雪、急激に吹き荒れる天候、

「近自然工法による登山道補修」および
「自然保護新規・更新登録者向け講習会」参加報告

　2025年9月・10 月に山形県および新潟県にて開催さ

れた「近自然工法による登山道補修」の実地講習と「自

然保護指導員新規・更新登録者向け机上講習会」を組

み合わせた企画に参加した。以下に、両県での実施概

要、特に実地での登山道補修について報告する。

【山形県での実施概要】
■近自然工法および自然保護指導員講習会
①机上講習会［2025年9月13日（土）］

会　場：天狗平ロッジ

参加者：�山形県山岳連盟小国山岳会、NPO 法人飯豊

朝日を愛する会（以下「飯豊朝日を愛する

会」）、JMSCA自然保護委員会関係者ほか

テーマ

・「登山道保全の歩みと技法（近自然工法）」

　講師　井上邦彦氏

（�山形県山岳連盟理事長、飯豊朝日を愛する

会副理事長）

・「自然保護指導員新規・更新登録者向け講習会」

　講師　JMSCA自然保護委員

②実地講習会［2025年9月14日（日）］

場　所：飯豊山 梶川尾根

講　師：草刈広一氏

　　　　（�飯豊朝日を愛する会理事長、山形県山岳連

盟自然保護委員長）
　事前に補修箇所の状況につきレクチャーを受けた

後、雨天の中、20 名以上の参加者が椰子繊維の土嚢

袋、チェーンソー、木槌、カスガイ等の装備を分担し

て出発。標高1,030m 付近の洗堀箇所で、講師陣の指

導のもと、現地調達した丸太を運搬、洗堀箇所を計測

して丸太を設置、カスガイで固定後更に周囲から刈込

み集めたシバ（小雑木）の束や登山道脇の土、風倒木

の木くずや落ち葉などを詰め込んだ土嚢袋を埋込む

など、一連の修復作業を体験した。

③交流会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　�　講習会後の両日、天狗平ロッジにて飯豊朝日を愛

する会の皆様の温かいおもてなしのもと、自然環境に

関する様々な意見交換を行った。

【新潟県での実施概要】
■近自然工法および自然保護指導員講習会
①机上講習会［2025年10月11日（土）］

会　場：民宿 小西屋

参加者：�新 潟 県山 岳 協 会、飯 豊 朝日を 愛 する会、

JMSCA自然保護委員会関係者ほか

テーマ

・「飯豊を愛し、飯豊で生きる」

　講師：草刈広一氏（前述）

・「自然保護指導員新規・更新登録者向け講習会」

https://www.jma-sangaku.or.jp/sangaku/%E5%A0%
B1%E5%91%8A%E6%9B%B8/%E7%AC%AC17%E
5%9B%9E%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%B
3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%8
3%A9%E3%82%A4%E3%83%9E%E3%83%BC%E
3%82%BA%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%8
6%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E5%A
0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8/
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　講師：JMSCA自然保護委員

②実地講習会［2025年10月12日（日）］

場　所：守門岳 大岳尾根キビタキ小屋上部

講　師：�飯豊朝日を愛する会、新潟県山岳協会登山道

補修経験者

　懸念された雨も止み、30名以上で保久礼(ホッキュ

ウレ ) 登山口駐車場から装備を分担して出発。途中、

登山道を塞いでいた風倒木をチェーンソーで処理し

たり、更に丸太を即席加工して「掛矢」を調達しなが

ら、標高約 1,100m 地点の洗堀箇所に進む。2 班に分

かれ、山形県での実習と同様の作業を実施した。

　今回は、講師の指導の元にチェーンソーを初めて

操作するなど、参加者の積極的な姿勢が目立った。補

修地周辺は粘土質の登山道で、土嚢袋に詰める材料

の確保にも苦労し、濡れ落ち葉や柴の収集に手間を

要した。

③交流会

　机上講習会後、民宿での交流会・二次会では参加

者の紹介なども交え、有意義な交流の場となった。

所　感
　今回の登山道補修作業は、知恵と体力を総動員する、

まさに現場でしか得られない濃密な体験であった。登山

道の荒廃は一様ではなく、土壌の性質、資材の入手状況、

崩壊のメカニズムなど、地域ごとの条件に応じた対応が

不可欠である。画一的な手法では太刀打ちできないこの

現実こそ、「近自然工法」の真価が問われる場であり、そ

の奥深さと可能性を肌で感じることができた。

　両県での研修では共通の技術を用いたが、現場ごと

の工夫や判断が随所に求められた。これらの経験を通じ

て、私たちが日頃活動するフィールドにおいても、洗堀

箇所の補修に近自然工法を積極的に取り入れていきた

いと思う。今後は、今回の経験や講習会で示された「登

山道保全マニュアル」を技術的な引き出しとして活用し、

若手への技術伝承を進めていく必要があると感じた。

 「飯豊朝日を愛する会」のメンバーは、登山道補修に対

する高い志を持つ精鋭集団である。若くして自然に関わ

る職に就く者も多く、それぞれが地元の山を守りたいと

いう強い使命感を胸に、地域との信頼関係を築きながら

活動している。装備も充実しており、過去の補修箇所の

経過観察を通じて、技術の改良と知見の蓄積を着実に進

めている。

　こうした「近自然工法」の担い手が全国に広がりつつあ

ることは、自然保護の未来にとって心強い兆しである。私

たちの活動フィールド、そして全国各地の山域には、登

山者の踏圧や過去の不十分な補修によって危険な状態

に陥っている登山道は数知れない。こうした荒廃箇所の

再生に向けて、地元の山岳会関係者が「飯豊朝日を愛す

る会」などの活動から学びを得て、自然に寄り添い、自然

を取り戻す持続可能な補修を共に進めていけることを、

心から願っている。そのためにも、JMSCA自然保護委員

会は、この貴重な知見を全国の山岳団体と共有していく

活動を更に強化していこうと考えている。

　最後に、昨年に続き本年も山形県・新潟県での有意義

な講習会の開催にご尽力頂いた新潟県山岳協会自然保

護委員長 伊藤直氏ならびに山形岳連井上・草刈両氏は

じめ多くの講師陣に心より感謝申し上げます。

（JMSCA自然保護委員会 副委員長
東京都山岳連盟 自然保護委員会 委員長 小島和徳）

補修前 洗堀の計測 丸太を流木の仕組みで配置 補修後の登山道
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Enjoy Alpine Climbing!  連載⑧
― アルパインクライマーとしての成長 ―

Enjoy Climbing!Enjoy Climbing!Enjoy Climbing!Enjoy Climbing!

鈴木  雄大

　4ピッチ目も三つ星の80 度程度の凹角のミックスクラ
イミング。上手い事ラインが繋がっていたのが本当に不
思議だ。 5ピッチ目、ここでリードを僕に変わるが、壁の
雰囲気が一転。少し遠くを見上げると凹角や弱点はなく、
大きなスラブで覆われている。さてどうしようか。とりあ
えずスラブの基部まで登ると、一筋だけシンハンド〜ピン
キーフィンガーのクラックが繋がっているではないか。 
ここから大きくトラバースするのも一苦労が予想された
ので、一か八か、クラックを直上する。太陽も当たっては
いたが、流石に6400m、素手では少し冷たかったが、グ
ローブでは無理なので素手でジャミングをしながら登る。
半分程登るとフットホールドがなくなり、アイゼンを脱
ぐが、もはやフリークライミングでは不可能なので、エイ
ドに切り替える。小さなカムとトライカムを決め、所々ク
ラックが途切れているところは数手のムーブをフリーで
ジワジワと登る。最終的にクラックが完全に途切れるが、
１mとなりにあるフレークと、最後のアンダーに腕を一杯
伸ばして、なんとかキャメロットの#0.2が決まったので、
スリングをかけ、恐る恐る立ち込んだ。際どい体制でシュ
ガースノーを除雪しつつ、脆い岩を押さえつけるようにし
てマントルを返せた。この先直上出来るかどうかもだいぶ
怪しかったので、一先ずテラスでピッチを切る。１時間以
上は格闘しただろうか。スラブの中に差し出された一筋の
小さな割れ目、繋げられたのが今でも不思議なくらいだ。 
[6400mにして、ルート中で最も超えられるか不安だった
パート。数手のフリームーブをこなし、0.2 番のカムを差
し込み、そこに立ち込んで、脆い岩やシュガースノーを抑
え込むようにマントルを返した。]
　6ピッチ目、真上を見ると上質なフレークがある。だが
その先がどうなってるかは分からない。上部が見えないと
いう事は傾斜が寝てきて何とかなるという事だろう。と希
望的観測のもと、ひとまずガバを頼りに５mほど直上する
と、一面に氷の斜面が見渡せた。これで山頂まで繋がる！ 
岩から氷に乗り移ると、すぐにここがブルーアイスの拷問
パートだと分かる。
　あと少しのはずだ。これまでのクライミングが想像以上
にテクニカルで、この時点で夕方3時を過ぎていた。全力
で硬い氷にアックスを叩き込むが、6400mを超え、スピー
ドは出ない。それでも皆で交代しながら全力で最後の氷
を登ること4ピッチ。西田が登っていると、急に反対側
が切れ落ちる山頂に飛び出した。空は既に濃いオレンジ
色となり、6523m の高所と強風にクタクタになりながら、

1時間半ほどかけて山頂ビバークの準備をする。成田と西
田は整地し、僕は安定した小さなスペースをつくって水作
りをした。幸い、今までで1番平らなスペースを確保でき
たが、激しいクライミングと高所、強風、太陽が沈む寒さ
で惨めなビバークとなる。体が弱っていたのもあるが、マ
イナス２０ 度くらいに感じられた。
　でもやり切った。同時登攀もロープスケールで数えて
全部で32〜3  4ピッチくらい登ったか。あとは明日、丸一
日かけて下降するのみ。
　4日目、朝起きると、対面には昨年初登したガンバルゾ
ムⅤが神々しく聳える。この角度から見ると、昨年のライ
ンが手にとるように分かり、想像以上に長いリッジを登っ
たんだなと感慨深い時間だった。 
　8時頃、相変わらず風も強く寒いので、急いで懸垂下降
に取り掛かる。でもこの絶え間ない強風にも感謝だ。恐ら
くあのBCでの停滞中に降った大雪をこの西風が全て吹き
飛ばしてくれただろう。 リッジを少しクライムダウンし
てリシトピーク側の斜面をオンサイトで降りるアイデアも
あったが、リッジがやはり悪そうだったので、登りルート
に沿って懸垂下降が安全だと判断した。 氷があればなる
べくVスレッドをロープ直通しで行い、捨て縄を節約して
おりる。捨て縄も２５mほどしか持参していなかった。 氷
のセクションを終えると、殆どピナクルを支点に降りて
いったが、花崗岩のためか、探せばどこかしらに使える岩
があって助かった。ただ、捨て縄が少ないので、なるべく
最小限に小さく、頑丈な構造の岩を探すことに気を遣っ
た。唯一何もなかったところに短いピトンを2 枚打ち、そ
れ以外は全てピナクルで懸垂下降し、山頂から23回（？）
程の懸垂下降で、最初の同時登攀セクションの上部まで
降りる事ができた。25m 全ての捨て縄と、スリングを4本
残置した。

6300mのドライツーリングピッチをフォローする成田啓
写真＝鈴木雄大

朝イチの冷え込んだ条件でギリギリ繋がっていた美しいミックスライ
ン。@6300m 側壁にクラックもあり、成田啓が突破。写真＝鈴木雄大
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なっており、参加予定の方はよろしくお願
いする。
　本日も多くの議案があり効率よく進めた
いと思うので、円滑な議事進行をお願いす
る。
３．会議成立状況報告
　理事数　２６ 名中 ２３ 名出席
　監事数　２名中２名出席
　（定款第３３条、定足数＝１４名（過半数以上））
４．議長選出
　会長が議長をつとめる（定款第 ３２ 条）
５．議事録署名人
　会長及び監事（定款第 ３４ 条）
６．議　題
議�案第１号　前回理事会議事録の承認に
ついて

　星　一男、野村　善弥、中島　隆之、
　赤尾　浩一、石田　英行、古賀　英年、
　（欠）平田　伸也、小田部　拓、
　武田　豊明、前田　善彦、奥井　健吾
　監事：古屋　寿隆、佐久間　務

１．開会
２．会長挨拶
　先日、滋賀国スポが開催された。ドラゴ
ンハットという大きな屋内会場で約 ７０００
人の観客を集め素晴らしい大会となった。
国スポ後催県の方も視察などで来場され、
現状の問題点を聞くことができ、早急に対
応していく必要があると認識した。
　また、１０ 月は第 ６１ 回全日本登山大会が
兵庫県山岳連盟の尽力で開催される運びと

日　時：令和７年 １０ 月９日（木）
　　　　１３ 時～ １７ 時 ００ 分
場　所：ＪＳＯＳビル３Ｆ会議室５
　　　　及び Zoom
出席者：町田　幸男、石井　昭彦、
　原　勇人、安井　博志、藤江　理枝、
　廣川　健太郎、吉田　春彦、
　（欠）下村　真一、小髙　令子、
　（欠）西原斗司男、畑中　渉、中橋　沙羅、
　蛭田　伸一、栗田季慎子、望月　啓治、

令和７年度 第８回
ハイブリッド開催定時理事会報告

秋田県山岳・SC連盟　自然保護委員会のSDGSな活動
の所属山岳会が独自に地元の山の保護活動、刈払い、

清掃登山や普及などを実施しているのが実情です。こ

れらについて、会員間の連絡を密にして、お互い協力

し、秋田のすばらしい自然をいつまでも残すように、

対処していきたいと考えております。

　さらに、直接的な自然活動とは言えませんが、毎年

「県体」として、高校生、一般を対象に、読図、タイム、

知識など山岳技術向上を目指し、山岳競技会を実施し

ております。本年度は、10 月に森吉山のブナ林が美し

い松倉ルートを会場に行い、地元山岳会に登山道の刈

払いなどの整備を行っていただきました。これまでに

も秋田駒ヶ岳、鳥海山と併せ三山を順々に実施してお

り、地元山岳会には毎回登山道整備に尽力していただ

いてきました。また、毎年２月頃には山岳文化祭を開

催し、各会の活動や山の素晴らしさを一般の方に広め

ていく活動を行っております。

　会員の減少、高齢化、資金不足など連盟を取り巻く

環境は厳しいものの、県体などの事業を継続的に行

い、育成や広報をとおし、持続可能な自然豊かな山の

維持、登山文化の推進を図ってまいります。

（秋田県山岳・スポーツクライミング連盟
自然保護・普及委員長　橋本隆之）

　秋田県の自然保護活動は、避難小屋や登山道の整備

を県や自治体などが行っているものの、財政難や人手

不足などによりなかなか進まない状況であります。特

にここ数年は、毎年大雨災害により登山道が壊滅的な

状況になっているほか、登山口に至る林道も土砂災

害、崩落などが発生し、登山口に行くことができず薮

化が進むなど、山の環境は年々ひどくなっていくばか

りです。ただ、山の藪化は山の本来の姿であり、再生

能力があるだけまだ良いという考えもあります。「登

山として利用する山の環境が年々ひどくなっている」

という表現が適切だと思います。さらに、クマの市街

地への出没が激増しているほか、近年、本県にはいな

かったイノシシやニホンジカが県内にも生息域を広げ

ており、今はまだ山での食害などはあまり見られませ

んが、全国的にはかなり被害がでていることから憂慮

されます。また、風力発電が乱立し始めており、一定

の規制が必要ではと、個人的には思っています。

　前書きが長くなりましたが、全国の多くの連盟が直

面している「人、物、金」の問題は本県連盟でも同様で

あり、会員の減少、高齢化、資金不足などにより連盟

が自然保護事業として直接実施している事業は少な

く、県や自治体などが行なっている避難小屋や登山道

の整備に所属山岳会が個別に参加しているほか、一部

県体の開会式県体の開会式 県体の登山道の様子県体の登山道の様子 仮払いされた県体の登山道仮払いされた県体の登山道
老朽化と大雪等により倒壊したままの老朽化と大雪等により倒壊したままの
県体会場近くの東屋県体会場近くの東屋
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ドファイナルズ福岡 2025 派遣選手の決
定についてについて

　望月専務理事が、メールによる臨時常務
理事会で承認された旨を説明した。
報�告第９号　ＳＣ部ブロック別研修会の実

施について
　望月専務理事が、配布資料を基に説明し
た。原理事が、ガバナンス委員会から講師
派遣を廣川委員長に依頼した。
報�告第 １０ 号　イラン山岳スポーツクライ

ミング連盟からの来日招待状発送依頼へ
の対応について

　望月専務理事が、資料を基に説明し、観
光ビザを、渡航者が発給申請することに
し、JMSCA が関わらない方向で手順を集
約予定と話したが、先方からの確認項目が
残っている状況を説明した。
　安井理事が、今期からアジア系チャンプ
に参加予定であることを追加説明した。
報�告第 １１ 号　今後の役員派遣ほか渉外等

について（１０ 月～ １１ 月）
　望月専務理事が、資料を基に予定を説明
した。
その他
１�　確認願い　令和７（２０２５）年度上半期

事業報告の各委員会による確認 ･ 記載
　望月専務理事が、資料を基に説明し追加
書き込みの協力を求めた。
２�　確認願い　会員・役員の名簿について
　望月専務理事が、資料を基に説明し、変
更、追加が必要であれば、１０ 月 １６ 日までに
返信するように協力を求めた。
３�　確認願い　全日大会プログラム、功労

者表彰、広告原稿、岳連旗
　望月専務理事が、兵庫県山岳連盟から依
頼されていることの確認を行った。
４�　確認願い　JMSCA フレンドにおける

自然保護指導員証の取り扱い
　小髙理事が、９００ 数名の指導員証をどの
ようにするか、１１ 月中旬の全国会議で説明
する必要があるため、担当委員会等からの
説明を求めた。詳細については、１０ 月 １５ 日
行われる会議で協議することになったが、
更新や新規など一部の指導員について、従
来どおり紙で出す選択肢もあげられた。
５　日山協の旗について
　赤尾事務局長が、要望があれば配布する
ことを伝え、別途メールで案内することを
伝えた。
８．各委員会議事録について
　導入したクラウド「ＢＯＸ」は秘匿性が
高い一方、多数の者がファイルの出し入
れをするには煩雑である。ＳＣ部は既に
google ドライブに委員会議事録を保存済
であることから、登山部を含む他の委員会
の議事録も同様の取り扱いとする方向と
なった（ＤＸチームで検討）。

以上
令和７年 １０ 月９日� 記録　赤尾浩一

議�案第７号　（群馬）国スポリード壁４
ルート化（拒否）問題の対応について

　原理事が、資料を基に経緯と回答案（案
４）を説明し、異議なく承認された。
　棄権０名　反対０名　賛成 ２３ 名
議案第８号　補正予算について
　望月専務理事が、資料を基に説明し、Ｓ
Ｃ強化事業及び SKIMO 事業に関する補助
金の交付決定などを反映した補正予算案を
提示した。一旦取りまとめるが、追加の補
助金交付決定や協賛金の補正などの必要が
あるため、すぐに第２次補正作業を行うこ
とを説明したうえで提案し、以下のように
異議なく承認された。
　棄権０名　反対０名　賛成 ２３ 名
議�案第９号　１０月末時点の収支･キャッ
シュフローの状況及び短期運転資金の
確保について

　赤尾事務局長が、予算管理表、資金状況
と対策案の説明を行ない、望月専務理事
が、役員などからの借入案を説明し、異議
なく承認された。
　棄権０名　反対０名　賛成 ２３ 名
７．報　告
報�告第１号　業務執行理事の業務執行報告

について
　各業務執行理事が、執行内容の説明をし
た。
報�告第２号　山岳共済会主催の登山講習会

の実施について
　廣川副会長が配布資料を基に説明した。
報�告第３号　登山部によるホームページ ･

ＳＮＳ等での情報発信の進め方について
　廣川副会長が配布資料を基に説明した。
報�告第４号　後援名義承認申請への対応に

ついて
　望月専務理事が、配布資料を基に、山
の日協議会主催の【第７回全国「山の日」
フォーラム　～山と防災～】について後援
名義使用が常務理事会で承認されたことを
報告した。
報�告第５号　SKIMO 日本代表選手のワー

ルドカップ（米国）派遣について（一部変
更）

　小田部常務理事が、遠藤選手が出場辞退
となったことに伴い、１名（萩原選手）を
追加したことについて常務理事会で承認さ
れたことを報告した。
報告第６号　UIAA 総会への出席について
　廣川副会長が、全日登山大会と日程とか
ち合い、日本からの提案議事もないことか
ら現地での総会参加は見合わせることを報
告した。
報�告 第 ７ 号　 国 際 大 会 派 遣 選 手 選 考 に

つ い て（International Speed Master 
Meishan2025 およびアジアキッズ選手権 
2025）について望月専務理事が資料を基
に説明し、常務理事会で承認されたこと
を報告した。

報�告第８号　ＩＦＳＣクライミンググラン

　すでに、内容の確認は完了しており以下
のとおり承認された。
　棄権０名　反対０名　賛成 ２３ 名
議�案第２号　組織管理運営規程の改定に
ついて

　望月専務理事が、前回の理事会以降に委
員会等で協議・集約されてきた事項を反映
した改定案を説明した。
主な質疑事項として、
①�ガバナンス委員会が総務企画部に組み込

まれると独立性保持に懸念が生じるとい
う問いに、当該委員会は案件に対し内容
を整理し理事会に答申する機関であり最
終決定は理事会が行うとともに、第３者
機関としての裁定委員会は別に立ち上げ
るので独立性について問題はないとの回
答

②�登山普及委員会の分掌において「一般登
山者」又は「全ての登山愛好者」のどちら
が適当かとの議論には前者を採用などが
あった。

　以上、これまで出された意見を集約し、
本日付けの全部改定として採決し、以下の
ように異議なく承認された。
　棄権０名　反対０名　賛成 ２３ 名
議�案第３号　第３期募集基金の割り当て
について

　望月専務理事が、第３期募集基金の申
し込みが個人４名、２団体、計 ３８ 口。総額
１９０ 万円となったことを報告するととも
に、申し込み全額を割当てすることを提案
し、以下のように異議なく承認された。
　棄権０名　反対０名　賛成 ２３ 名
議�案第４号　JMSCA公認主任検定員認定
規約の改正について

　蛭田理事が、資料を基に変更内容を説明
し、改訂日を １０ 月９日とする改正案を提
案し、以下のように異議なく承認された。
　棄権０名　反対０名　賛成 ２３ 名
議�案第５号　滋賀国スポに関わる感謝状
贈呈について

　原理事が、滋賀県山岳連盟および国スポ
委員会からの感謝状贈呈の上程案を説明
し、望月専務理事が補足説明後、以下のよ
うに異議なく承認された。
　棄権０名　反対０名　賛成 ２３ 名
議�案第６号　２０２６年新春懇談会の開催方
法について

　望月専務理事が、登山部とＳＣ部で分け
ている課題等を説明後、新春の催しとして
ふさわしい JMSCA 全体の会とするための
当日のスケジュールや内容の素案を提示し
た。開催予定日と、ＳＣ選手派遣日が重な
ることが判明したので調整することとなっ
た。実行委員会を立ち上げ、準備、運営面
で事務局ばかりでなく理事、委員会にも幅
広く参加してもらう。
　これらの方向性について採決し、以下の
ように異議なく承認された。
　棄権０名　反対０名　賛成 ２３ 名

寄贈図書
（株）日本運動具新聞社 「スポーツ産業新報」第2483号、第2484号、第2485号 新　 聞
大町山岳博物館 「山と博物館」2025　秋号 会 報
中華民国山岳協会 「中華山岳」 季刊301 会 報

（株）ネイチュアエンタープライズ「岳人」11月号 No.941 寄 贈 本
（公社）健康・体力づくり事業財団「健康づくり」No.570 会 報
（株）山と渓谷社 「山と渓谷」10 2025 November 寄 贈 本
やまびこ山想会 「やまびこ」219号、220号 会 報
おいらく山岳会 「山行手帖」No. 791 会 報

（公社）日本山岳会 「山」10月号 No.965 会 報
東京野歩路会 「山嶺」Vol.103 No.1148 会 報

（公社）埼玉県スポーツ協会 「スポーツ埼玉」Vol.308 会 報
（公社）京都府スポーツ協会 「スポーツ時報」第144号 会 報
（一社）日本防火・防災協会 「地域防災」No.64 会 報
東京白陵会 「恩田善雄の甲斐駒ヶ岳を伝える」 寄 贈 本
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」 2025秋号 会 報
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編集後記表紙のことば表紙のことば

青野山 ― 津和野を見守る「妹山」 
　島根県津和野町の東方にそびえる青野
山（907m）は、お椀を伏せたような優美な
姿から「妹山（いもやま）」とも呼ばれ、町
のシンボルとして親しまれています。約
16 万年前に形成された溶岩ドームで、学
術的にも貴重なアダカイト質安山岩から
成ります。登山道は整備され、片道約 1 時
間半で山頂へ。登山道の途中からは、木々
の合間に津和野の城下町を望むことがで
きます。四季折々に姿を変えるその山容
は、今も多くの登山者に親しまれていま
す。信仰と自然、文化が調和する名山とし
て、令和元年に国の天然記念物及び名勝
に指定されました。

島根県山岳・スポーツクライミング連盟
　専務理事　大垣　隆

　紅葉の季節も終わりでしょうか。私は
子供をベビーキャリアに乗せて登山を楽
しんでいます。歩いていると「すごいです
ね！」や「パパ頑張って！」と声をかけて
いただくこともあります。実際にどのく
らいの重量を背負っているのか気になる
方も多いのではないでしょうか。具体的
には、娘は２歳で体重が 12 キロです。使
用しているベビーキャリア（オスプレー
製）が 3.5 キロ。さらに水や食料、着替え
などの荷物が約５キロ、合計するとおよ
そ 20 キロになります。これは冬のテント
泊装備と同じぐらいですが、子どもは日々
成長するので、だんだん重くなります。
� （松本光顕）

「かすみちゃんのハイキング日記」
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2025年版

2024年 山岳遭難の概況
警察庁生活安全局生活安全企画課

(2025年6月19日)

発 生 件 数 2,946件 ( 前年対比 180件減 )
遭 難 者 数 3,357人 ( 前年対比 221人減 )
死者・行方不明者     300人 ( 前年対比 35人減 )


